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日
本
語
要
旨
本
稿
は
、
陸
九
淵
か
ら
高
く
は
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
後
世
へ
の
影
響
力
が
と
り
わ
け
大
き
い
楊
簡
と
、
陸
九
淵
に
最
も
嘱
望
さ
れ
な
が
ら
、
後
世
そ
の
名
が
殆
ど
伝
わ
ら
な
か
っ
た
傅
夢
泉
と
い
う
、
性
格
の
異
な
る
二
人
の
人
物
を
取
り
上
げ
て
、
陸
九
淵
初
伝
の
門
弟
達
の
思
想
状
況
を
多
角
的
に
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
傅
夢
泉
に
は
ま
と
ま
っ
た
著
述
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
い
ま
『
象
山
全
集
』
等
に
そ
の
断
片
が
散
見
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
傅
夢
泉
に
つ
い
て
の
僅
か
な
資
料
を
足
掛
り
と
し
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
陸
九
淵
や
楊
簡
の
言
葉
に
及
ん
で
い
く
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
は
自
己
の
心
に
信
頼
を
寄
せ
つ
つ
も
、
そ
の
一
方
で
自
ら
へ
の
執
着
を
戒
め
る
と
い
う
発
想
が
、
陸
九
淵
や
そ
の
門
弟
達
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
け
れ
ど
も
傅
夢
泉
に
し
ろ
楊
簡
に
し
ろ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
実
践
修
養
の
段
階
を
蔑
ろ
に
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
陸
九
淵
そ
の
人
の
思
想
か
ら
は
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
に
陸
九
淵
は
傅
夢
泉
に
対
し
て
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。
陸
九
淵
に
は
、
門
弟
達
が
速
習
に
流
れ
る
こ
と
を
警
戒
す
る
意
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
１.
は
じ
め
に
陸
九
淵
（
象
山
、
一
一
三
九
〜
一
一
九
二
）
の
門
弟
の
中
で
、
後
世
へ
の
影
響
力
も
含
め
て
、
そ
の
名
が
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
楊
簡
（
慈
湖
、
一
一
四
一
〜
一
二
二
六
）
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
陸
九
淵
と
楊
簡
の
交
流
は
意
外
と
少
な
く
、
ま
た
陸
九
淵
は
名
指
し
で
楊
簡
を
批
判
す
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た
１
。
楊
簡
は
終
生
陸
九
淵
を
師
と
し
て
慕
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
陸
九
淵
に
は
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
意
識
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
陸
九
淵
が
と
り
わ
け
嘱
望
し
た
門
弟
は
、
傅
夢
泉
（
子
淵
、
生
没
年
未
詳
）
で
あ
っ
た
２
。
先
生
は
門
人
の
中
で
は
、
傅
夢
泉
（
子
淵
）
を
最
も
嘱
望
さ
れ
て
い
た
。〔
先
生
於
門
人
、
最
属
意
者
唯
傅
子
淵
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
四
、
「
語
録
」
上
・　
条
、
厳
松
録
／　
頁
１７２
４２０
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先
生
は
指
折
り
数
え
て
、
傅
夢
泉
（
子
淵
）
が
第
一
、

約
礼
（
文
範
）
が
第
二
で
、
傅
子
雲
（
季
魯
）、
黄
日
新
（
元
吉
）
が
さ
ら
に
そ
れ
に
次
ぐ
と
さ
れ
た
。〔
松
問
先
生
、
今
之
学
者
為
誰
。
先
生
屈
指
数
之
、
以
傅
子
淵
居
其
首
、

文
範
居
次
、
傅
季
魯
、
黄
元
吉
又
次
之
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
四
、「
語
録
」
上
・　
条
、
厳
松
録
１８１
／　
頁
４２２
右
の
二
つ
の
言
葉
を
見
る
限
り
、
陸
九
淵
は
こ
の
傅
夢
泉
な
る
弟
子
を
、
手
放
し
に
称
賛
し
て
い
た
よ
う
に
さ
え
見
受
け
ら
れ
る
。
さ
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
陸
九
淵
の
門
弟
と
し
て
楊
簡
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
間
々
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
傅
夢
泉
に
つ
い
て
の
専
著
専
論
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
現
存
す
る
資
料
の
多
少
に
由
来
し
て
い
る
と
は
言
え
よ
う
。
楊
簡
の
著
作
は
数
多
く
現
存
す
る
の
に
対
し
て
、
傅
夢
泉
は
そ
の
事
績
す
ら
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
楊
簡
を
陸
門
の
代
表
格
に
据
え
る
こ
と
に
は
、
些
か
の
危
険
を
感
じ
る
。
陸
九
淵
の
立
場
に
立
て
ば
、
傅
夢
泉
こ
そ
が
門
弟
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
、
陸
九
淵
か
ら
高
く
は
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
後
世
へ
の
影
響
力
が
と
り
わ
け
大
き
い
楊
簡
と
、
陸
九
淵
に
最
も
嘱
望
さ
れ
な
が
ら
、
後
世
そ
の
名
が
殆
ど
伝
わ
ら
な
か
っ
た
傅
夢
泉
と
い
う
、
性
格
の
異
な
る
二
人
の
人
物
を
取
り
上
げ
て
、
陸
九
淵
初
伝
の
門
弟
達
の
思
想
状
況
を
多
角
的
に
捉
え
た
い
。
こ
れ
は
ま
た
当
時
隆
盛
を
極
め
た
陸
九
淵
門
下
に
お
け
る
、
思
想
の
最
大
公
約
数
を
す
く
い
取
る
試
み
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
ん
だ
上
で
、
改
め
て
陸
九
淵
の
思
想
に
立
ち
返
り
、
そ
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
３
。
た
だ
し
傅
夢
泉
に
は
ま
と
ま
っ
た
著
述
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
い
ま
『
象
山
全
集
』
等
に
そ
の
断
片
が
散
見
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
傅
夢
泉
に
つ
い
て
の
僅
か
な
資
料
を
足
掛
り
と
し
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
陸
九
淵
や
楊
簡
の
言
葉
に
及
ん
で
い
く
と
い
う
方
法
を
採
り
た
い
。
２.
艮
卦
の
解
釈
ま
ず
は
傅
夢
泉
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
資
料
に
着
目
し
て
み
た
い
。傅
夢
泉
が
お
教
え
を
、
一
語
で
簡
潔
に
と
請
う
た
。
陸
九
淵
「「
其
の
背
に 
艮 
ま
り
、
其
の
身
を 
獲 
ず
。
其
の
庭
に
行
き
、
其
の
人
を
見
ず
」
と
ど 
え
だ
。」〔
傅
子
淵
請
教
、
乞
簡
省
一
語
。
答
曰
、
艮
其
背
、
不
獲
其
身
。
行
其
庭
、
不
見
其
人
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
四
、「
語
録
」
上
・　
条
、
８６
傅
子
雲
録
／　
頁
４０６
さ
て
こ
こ
で
陸
九
淵
は
、
傅
夢
泉
に
そ
の
教
え
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
よ
う
に
と
請
わ
れ
、
そ
こ
で
『
周
易
』
艮
卦
の
卦
辞
を
挙
げ
る
４
。
た
だ
し
こ
れ
だ
け
で
は
陸
九
淵
の
真
意
は
汲
み
取
り
難
い
の
で
、
そ
の
艮
卦
の
解
釈
に
関
わ
る
別
の
発
言
を
見
て
み
た
い
。
陸
九
齢
（
復
斎
）
が
、
程
頤
（
伊
川
）『
易
伝
』
の
「
其
の
背
に
艮
ま
る
」
の
解
釈
を
読
み
、
私
に
質
問
し
た
。
陸
九
齢
「
程
頤
の
解
釈
は
ど
う
か
ね
。」
陸
九
淵
「
曖
昧
な
解
釈
で
す
。」
そ
こ
で
私
に
説
明
さ
せ
た
。
陸
九
淵
「「
其
の
背
に
艮
ま
り
、
其
の
身
を
獲
ず
」
は
、
我
が
無
い
こ
と
。「
其
の
庭
に
行
き
、
其
の
人
を
見
ず
」
は
、
物
が
無
い
こ
と
で
す
。」〔
復
斎
看
伊
川
易
伝
解
艮
其
背
、
問
某
、
伊
川
説
得
如
何
。
某
云
、
説
得
鶻
突
。
遂
命
某
説
、
某
云
、
艮
其
背
、
不
獲
其
身
、
無
我
。
行
其
庭
、
不
見
其
人
、
無
物
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
四
、「
語
録
」
上
・　
条
、
厳
松
録
／　
頁
１６９
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こ
れ
は
陸
九
淵
が
そ
の
兄
九
齢
と
、
程
頤
『
易
伝
』
艮
卦
の
解
釈
を
め
ぐ
る
議
論
を
交
わ
し
た
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
で
陸
九
淵
は
、「
其
の
背
に
艮
ま
る
」
云
々
を
「
我
無
し
（
無
我
）」、「
其
の
庭
に
行
く
」
云
々
を
「
物
無
し
（
無
物
）」
と
説
明
す
る
。
ま
た
同
様
の
こ
と
は
、
以
下
の
記
事
か
ら
も
窺
え
る
。傅
夢
泉
が
初
め
て
（
陸
九
淵
）
先
生
に
お
教
え
を
請
う
た
時
、「
背
に
艮
ま
る
」「
庭
に
行
く
」「
我
無
し
」「
物
無
し
」
の
説
を
賜
わ
っ
た
。
そ
の
後
傅
夢
泉
は
言
っ
た
。
傅
夢
泉
「
私
が
張

（
南
軒
）、
朱
熹
（
鏝
翁
）
門
下
に
あ
っ
た
時
、
両
者
の
説
に
妨
げ
ら
れ
て
、
十
年
間
先
生
の
説
を
間
違
い
だ
と
考
え
て
い
た
。
け
れ
ど
も
教
え
を
衡
陽
に
分
か
つ
こ
と
三
年
、
よ
う
や
く
信
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。」〔
初
子
淵
請
教
先
生
、
有
艮
背
、
行
庭
、
無
我
、
無
物
之
説
。
後
子
淵
謂
、「
某
旧
登
南
軒
、
晦
翁
之
門
、
為
二
説
所
碍
、
十
年
不
可
先
生
之
説
。
及
分
教
衡
陽
三
年
、
乃
始
信
。」〕『
象
山
全
集
』
巻
三
四
、「
語
録
」
上
・
　
条
、
厳
松
録
／　
頁
１７２
４２０
こ
こ
で
も
陸
九
淵
が
艮
卦
の
卦
辞
を
も
っ
て
、
傅
夢
泉
に
教
え
を
授
け
た
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
資
料
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
傅
夢
泉
は
か
つ
て
朱
熹
や
張

の
門
下
に
も
あ
っ
た
。
た
だ
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
つ
つ
も
、
こ
の
「
我
無
し
」「
物
無
し
」
こ
そ
が
、
傅
夢
泉
の
よ
う
や
く
信
じ
る
こ
と
の
で
き
た
陸
九
淵
の
教
説
と
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
陸
九
淵
の
艮
卦
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
記
事
も
参
照
さ
れ
た
い
。
己
れ
が
あ
れ
ば
理
を
忘
れ
、
理
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
己
れ
を
忘
れ
る
。
「
其
の
背
に
艮
ま
り
、
其
の
身
を
獲
ず
。
其
の
庭
に
行
き
、
其
の
人
を
見
ず
」
は
、
理
に
任
せ
て
、
己
れ
と
人
を
交
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
〔
有
己
則
忘
理
、
明
理
則
忘
己
。
艮
其
背
、
不
見
其
身
。
行
其
庭
、
不
見
其
人
、
則
是
任
理
而
不
以
己
与
人
参
也
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
五
、「
語
録
」
下
・　
条
、
黄
元
吉
録
／　
頁
３５６
４７３
こ
こ
で
は
艮
卦
の
解
釈
が
、
よ
り
具
体
的
に
「
理
に
任
す
」
こ
と
、「
己
れ
と
人
と
を
以
て
交
へ
ざ
る
」
こ
と
の
二
点
で
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
理
と
己
れ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
資
料
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
理
は
宇
宙
に
充
ち
満
ち
て
お
り
、
天
地
や
鬼
神
す
ら
こ
れ
に
違
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
人
は
尚
更
で
あ
る
。
本
当
に
こ
の
理
を
知
れ
ば
、
彼
や
己
れ
と
い
っ
た
個
々
人
（
の
区
別
）
は
無
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
他
人
の
善
事
も
、
我
が
こ
と
の
如
く
に
な
る
。〔
此
理
充
塞
宇
宙
、
天
地
鬼
神
、
且
不
能
違
異
。
況
於
人
乎
。
誠
知
此
理
、
当
無
彼
己
之
私
。
善
之
在
人
、
猶
在
己
也
。〕『
象
山
全
集
』
巻
一
一
、
「
与
呉
子
嗣
」
八
／　
頁
１４７
以
上
、
幾
つ
か
資
料
を
列
挙
し
た
が
、
こ
れ
ら
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
陸
九
淵
は
ひ
た
す
ら
理
に
従
っ
て
、
己
れ
と
人
と
の
境
界
を
取
り
払
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
自
ら
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
理
の
当
然
に
合
致
し
た
事
柄
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
誰
の
行
為
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
以
上
の
よ
う
な
陸
九
淵
の
艮
卦
の
解
釈
は
、
そ
の
好
敵
手
で
あ
っ
た
朱
熹
（
朱
子
、
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
の
そ
れ
と
、
さ
し
た
る
相
違
が
窺
え
な
い
と
も
言
え
る
。
例
え
ば
朱
熹
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
其
の
背
に
艮
ま
る
」
と
は
、
ひ
た
す
ら
道
理
は
か
く
の
如
く
で
あ
る
べ
し
と
理
解
し
て
、
僅
か
の
自
己
も
容
れ
ず
、
些
か
の
私
意
も
着
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。〔
艮
其
背
、
渾
只
見
得
道
理
合
当
如
此
、
入
自
家
一
分
不
得
、
著
一
些
私
意
不
得
。〕『
朱
子
語
類
』
巻
七
三
・　
条
、
４７
─（３）　　 ─
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
淵
録
／
五
・　
頁
１８５０
こ
こ
で
は
「
其
の
背
に
艮
ま
る
」
の
一
句
を
も
っ
て
、
道
理
に
従
い
、
私
意
を
介
入
さ
せ
な
い
こ
と
が
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
し
た
陸
九
淵
の
「
理
に
任
す
」、「
己
れ
を
忘
る
」
と
い
っ
た
立
場
と
軌
を
一
に
す
る
。
と
は
い
え
前
述
の
通
り
、
傅
夢
泉
は
陸
九
淵
の
艮
卦
の
解
釈
を
授
け
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
朱
熹
、
張

の
二
説
に
妨
げ
ら
れ
た
為
に
、
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
陸
九
淵
と
朱
熹
双
方
の
理
解
に
は
、
何
ら
か
の
差
異
が
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
陸
九
淵
は
理
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
資
料
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
敢
え
て
引
い
て
お
き
た
い
。
四
端
は
、
こ
の
心
で
あ
る
。
天
が
我
に
付
与
し
た
も
の
は
、
こ
の
心
で
あ
る
。
人
に
は
皆
こ
の
心
が
あ
り
、
心
に
は
皆
こ
の
理
が
あ
る
。
心
は
即
ち
理
で
あ
る
。
そ
れ
故
（『
孟
子
』
告
子
上
に
）「
理
義
の
我
が
心
を
悦
ば
す
は
、
猶
ほ 
芻
豢 
の
我
が
口
を
悦
ば
す
が
ご
と
し
」
と
す
う
か
ん
言
う
。
学
を
貴
ぶ
者
は
、
こ
の
理
を
窮
め
、
こ
の
心
を
尽
く
そ
う
と
す
る
。
塞
が
る
所
、
奪
わ
れ
る
所
、
陷
る
所
が
あ
っ
て
は
、
こ
の
心
に
霊
妙
な
ら
ざ
る
所
が
現
れ
、
こ
の
理
は
明
ら
か
で
な
く
な
る
。〔
四
端
者
、
即
此
心
也
。
天
之
所
以
与
我
者
、
即
此
心
也
。
人
皆
有
是
心
、
心
皆
具
是
理
、
心
即
理
也
。
故
曰
、
理
義
之
悦
我
心
、
猶
芻
豢
之
悦
我
口
。
所
貴
乎
学
者
、
為
其
欲
窮
此
理
、
尽
此
心
也
。
有
所
蒙
馥
、
有
所
移
奪
、
有
所
陥
頤
、
則
此
心
有
所
不
霊
、
此
理
為
之
不
明
。〕
『
象
山
全
集
』
巻
一
一
、「
与
李
宰
」
二
／　
頁
１４９
人
の
心
に
は
理
が
備
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
理
を
窮
め
る
こ
と
は
、
ま
た
自
ら
の
心
を
尽
く
す
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
理
を
備
え
た
心
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
自
ら
へ
の
執
着
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
を
陸
九
淵
は
求
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
理
を
介
し
て
己
れ
を
排
除
す
る
こ
と
自
体
、
陸
九
淵
と
朱
熹
に
変
わ
り
は
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
理
の
在
り
所
を
自
ら
の
心
に
置
く
か
否
か
が
、
両
者
の
相
違
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
楊
簡
が
陸
九
淵
よ
り
授
け
ら
れ
た
教
え
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
陸
九
淵
、
楊
簡
双
方
の
側
か
ら
の
資
料
を
、
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
お
き
た
い
。
陸
九
淵
（
象
山
）
先
生
よ
り
お
教
え
を
賜
わ
る
に
あ
た
り
、
先
生
は
扇
の
訴
訟
の
是
非
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
忽
ち 
簡 
の
心
は
、
わ
た
し
か
く
の
如
く
清
明
虚
霊
、
妙
用
泛
応
に
し
て
、
非
の
打
ち
所
の
な
い
も
の
だ
と
覚
っ
た
。〔
及
承
教
於
象
山
陸
先
生
、
聞
挙
扇
訟
之
是
非
、
忽
覚
簡
心
乃
如
此
清
明
虚
霊
、
妙
用
泛
応
、
無
不
可
者
。〕『
慈
湖
遺
書
』
巻
七
、「
汎
易
論
」
／　
丁
裏
３０
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）、
陸
九
淵
は
当
時
浙
江
富
陽
の
主
簿
で
あ
っ
た
楊
簡
の
も
と
を
訪
れ
る
。
そ
こ
で
楊
簡
は
陸
九
淵
に
教
え
を
請
う
て
、
自
ら
の
心
が
清
明
妙
用
に
し
て
、
非
の
付
け
所
の
な
い
も
の
だ
と
悟
っ
た
と
い
う
。
同
一
場
面
と
思
し
き
記
録
は
、
楊
簡
の
文
集
『
慈
湖
遺
書
』
中
に
幾
つ
か
見
え
る
が
、
よ
り
具
体
的
な
問
答
の
内
容
と
し
て
は
、
以
下
の
陸
九
淵
の
側
の
資
料
が
参
考
に
な
る
。
楊
簡
（
敬
仲
）「
本
心
と
は
如
何
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。」
陸
九
淵
「
惻
隠
は
仁
の
端
、
羞
悪
は
義
の
端
、
辞
譲
は
礼
の
端
、
是
非
は
智
の
端
、
こ
れ
が
本
心
で
あ
る
。」
楊
簡
「
そ
ん
な
こ
と
は 
簡 
が
子
供
の
わ
た
し
時
分
か
ら
知
っ
て
い
ま
す
。
結
局
本
心
と
は
如
何
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。」
何
度
も
質
問
し
た
が
、
陸
九
淵
は
最
後
ま
で
こ
の
説
を
変
え
ず
、
楊
簡
も
納
得
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
偶
々
扇
売
り
の
訴
訟
が
あ
っ
た
の
で
、
楊
簡
は
法
廷
で
そ
の
曲
直
を
判
決
し
、
そ
の
後
ま
た
始
め
の
如
く
陸
九
淵
に
質
問
し
た
。
陸
九
淵
「
扇
売
り
の
訴
訟
に
対
─（４）　　 ─
陸九淵とその初伝の門弟　――傅夢泉と楊簡を中心に――
　　１２５
す
る
判
決
を
聞
い
て
い
た
が
、
正
し
い
こ
と
は
正
し
い
と
知
り
、
間
違
い
は
間
違
い
と
知
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ 
敬 
仲 
の
本
心
だ
。」
忽
ち
楊
き 
み
簡
は
大
い
に
悟
り
、
始
め
て
北
面
し
て
弟
子
の
礼
を
取
っ
た
。〔
楊
敬
仲
問
、
如
何
是
本
心
。
先
生
曰
、
惻
隠
仁
之
端
也
、
羞
悪
義
之
端
也
、
辞
譲
礼
之
端
也
、
是
非
智
之
端
也
、
此
即
是
本
心
。
対
曰
、
簡
児
時
已
暁
得
、
畢
竟
如
何
是
本
心
。
幾
数
問
先
生
終
不
易
其
説
、
敬
仲
亦
未
省
。
偶
有
鬻
扇
者
訟
至
於
庭
、
敬
仲
断
其
曲
直
訖
、
又
問
如
初
。
先
生
曰
、
聞
適
来
断
扇
訟
、
是
者
知
其
為
是
、
非
者
知
其
為
非
、
此
即
敬
仲
本
心
。
敬
仲
忽
大
覚
悟
、
始
北
面
納
弟
子
礼
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
六
、「
年
譜
」
乾
道
八
年
／　
頁
４８７
楊
簡
は
陸
九
淵
に
対
し
て
、『
孟
子
』
に
見
え
る
本
心
の
語
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
そ
こ
で
陸
九
淵
は
、
同
じ
く
『
孟
子
』
に
載
せ
る
四
端
の
説
を
も
っ
て
返
答
す
る
が
、
楊
簡
は
そ
れ
に
不
服
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
そ
こ
で
楊
簡
は
、
偶
々
抱
え
て
い
た
訴
訟
の
判
決
を
下
す
。
そ
し
て
陸
九
淵
は
、
そ
の
判
決
に
事
寄
せ
て
、
さ
ら
に
本
心
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
法
廷
に
お
い
て
楊
簡
が
、
是
な
る
こ
と
を
是
、
非
な
る
こ
と
を
非
と
判
断
し
た
こ
と
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
訴
訟
の
正
誤
を
見
極
め
た
こ
と
を
本
心
に
拠
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
働
き
を
持
つ
が
故
に
、
人
の
心
は
非
の
付
け
所
の
な
い
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
こ
の
よ
う
に
陸
九
淵
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
心
が
清
明
妙
用
な
る
こ
と
を
悟
っ
た
楊
簡
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
心
の
正
し
さ
は
自
ら
に
執
着
す
る
こ
と
に
よ
り
損
な
わ
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
楊
簡
の
著
作
の
中
で
、
と
り
わ
け
特
色
あ
る
文
章
と
し
て
度
々
注
目
さ
れ
て
き
た
「
絶
四
記
」
５
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
人
の
心
は
自
ず
と
精
明
、
自
ず
と
霊
妙
な
る
も
の
で
あ
る
。
意
が
起
こ
っ
て
我
が
現
れ
、
必
や
固
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
始
め
て
そ
の
精
明
さ
、
霊
妙
さ
を
失
う
の
で
あ
る
。
孔
子
は
日
々
門
弟
達
と
寛
い
だ
中
に
問
答
を
重
ね
、
穏
や
か
に
（
意
や
我
を
）
断
ち
切
る
よ
う
に
戒
め
た
。
学
ぶ
者
に
は
、
凡
そ
四
つ
の
弊
害
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
意
、
必
、
固
、
我
と
い
う
。
門
弟
達
が
そ
の
中
の
一
つ
で
も
抱
く
と
、
聖
人
は
こ
れ
を
必
ず
断
ち
切
ら
せ
た
。（『
論
語
』
子
罕
の
「
子
、
四
を
絶
つ
。
意 
毋 
く
、
必
毋
く
、
固
毋
く
、
我
毋
し
」
の
）「
毋
」
字
な
は
、
断
ち
切
る
と
い
う
意
味
の
語
で
あ
る
。〔
人
心
自
明
、
人
心
自
霊
。
意
起
我
立
、
必
固
碍
塞
、
始
喪
其
明
、
始
失
其
霊
。
孔
子
日
与
門
弟
子
従
容
問
答
、
其
諄
諄
告
戒
止
絶
。
学
者
之
病
、
大
略
有
四
。
曰
意
、
曰
必
、
曰
固
、
曰
我
。
門
弟
子
有
一
於
此
、
聖
人
必
止
絶
之
。
毋
者
止
絶
之
辞
。〕『
慈
湖
遺
書
』
巻
二
、「
絶
四
記
」
／
８
丁
表
こ
こ
で
は
、
人
の
心
は
本
来
霊
妙
精
明
な
る
も
の
で
あ
る
が
、『
論
語
』
子
罕
に
い
う
意
、
必
、
固
、
我
の
四
者
、
す
な
わ
ち
私
意
や
我
執
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
陸
九
淵
の
用
い
る
語
（
己
れ
を
忘
る
、
理
に
任
す
等
）
と
は
異
な
る
も
の
の
、
自
己
の
心
に
信
頼
を
寄
せ
つ
つ
も
、
そ
の
一
方
で
自
ら
へ
の
執
着
を
警
戒
す
る
態
度
は
、
基
本
的
に
は
陸
九
淵
と
楊
簡
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
陸
九
淵
に
艮
卦
の
解
釈
を
授
け
ら
れ
、
そ
れ
を
信
じ
る
に
至
っ
た
傅
夢
泉
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
３.
弁
志
い
ま
一
つ
、
傅
夢
泉
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
資
料
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
傅
夢
泉
（
子
淵
）
が
帰
郷
す
る
に
あ
た
っ
て
、
陳
剛
（
正
己
）
が
質
─（５）　　 ─
中　嶋　　　諒
　　１２４
問
し
た
。
陳
剛
「
陸
（
九
淵
）
先
生
は
、
人
に
ま
ず
何
を
教
え
る
の
だ
。」
傅
夢
泉
「
志
を
弁
別
す
る
こ
と
だ
。」
陳
剛
「
何
を
弁
別
す
る
の
だ
。」
傅
夢
泉
「
義
利
の
弁
別
だ
。」
傅
夢
泉
の
返
答
は
、
切
実
だ
と
言
え
る
ね
。〔
傅
子
淵
自
此
帰
其
家
、
陳
正
己
問
之
曰
、
陸
先
生
教
人
何
先
。
対
曰
、
弁
志
。
正
己
復
問
曰
、
何
弁
。
対
曰
、
義
利
之
弁
。
若
子
淵
之
対
、
可
謂
切
要
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
四
、「
語
録
」
上
・
　
条
、
傅
子
雲
録
／　
頁
２２
３９８
こ
こ
で
傅
夢
泉
は
、
陸
九
淵
の
教
学
の
第
一
を
弁
志
、
義
利
の
弁
で
あ
る
と
答
え
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
陸
九
淵
は
こ
の
回
答
を
切
要
な
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
義
利
は
ま
た
、
時
に
公
私
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
６
が
、
私
利
を
戒
め
る
態
度
は
、
先
の
艮
卦
の
解
釈
か
ら
も
窺
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。な
お
志
を
そ
の
教
学
の
第
一
と
す
る
発
言
は
、
次
の
陸
九
淵
の
言
葉
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
陸
九
淵
は
簡
潔
に
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
学
ぶ
者
は
、
ま
ず
は
志
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
志
が
立
て
ば
、
聡
明
な
師
を
求
め
る
こ
と
だ
。〔
学
者
須
先
立
志
。
志
既
立
、
却
要
遇
明
師
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
四
、「
語
録
」
上
・　
条
、
傅
子
雲
録
／
５１
　
頁
４０１
た
だ
こ
こ
で
併
せ
て
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
志
既
に
立
て
ば
、
却
て
明
師
に
遇
ふ
を
要
す
」
と
、
志
を
立
て
た
後
に
は
聡
明
な
師
を
求
め
よ
と
、
段
階
的
な
教
学
の
方
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
弁
志
は
、
陸
九
淵
の
教
説
に
お
け
る
最
優
先
事
項
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
ま
た
次
に
あ
る
よ
う
に
、
師
友
と
の
親
交
も
同
様
に
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
王
遇
（
字
は
）
子
合
「
学
問
の
道
に
お
い
て
は
、
何
を
優
先
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。」
陸
九
淵
「
師
友
と
親
し
み
、
自
己
の
不
善
を
取
り
去
る
こ
と
だ
。
人
の
資
質
に
は
優
劣
が
あ
る
の
で
、
師
友
と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
不
善
を
知
り
、
そ
れ
を
改
善
し
て
い
く
の
で
あ
る
。」〔
王
遇
子
合
問
、
学
問
之
道
何
先
。
曰
、
親
師
友
、
去
己
之
不
美
也
。
人
資
質
有
美
悪
、
得
師
友
琢
磨
、
知
己
之
不
美
而
改
之
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
五
、「
語
録
」
下
・　
条
、
包
揚
録
／　
３３２
４７０
頁
と
こ
ろ
で
陸
九
淵
の
い
う
弁
志
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
記
事
に
も
論
及
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
淳
煕
八
年
（
一
一
八
一
）、
陸
九
淵
は
江
西
南
康
の
白
鹿
洞
書
院
を
訪
れ
、
朱
熹
と
の
再
開
を
果
た
す
。
そ
こ
で
は
ま
た
『
論
語
』
里
仁
「
子
曰
く
、
君
子
は
義
に 
喩 
り
、
さ
と
小
人
は
利
に
喩
る
」
の
一
章
を
講
義
し
た
の
だ
と
い
う
。
い
ま
そ
の
記
録
は
『
象
山
全
集
』
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
し
ば
ら
く
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
章
は
、
義
利
に
よ
っ
て
君
子
と
小
人
を
分
け
て
い
る
。
主
旨
は
明
白
で
あ
る
が
、
読
む
者
が
こ
れ
を
切
実
な
も
の
と
し
て
反
省
し
な
け
れ
ば
、
恐
ら
く
有
益
な
も
の
と
は
な
る
ま
い
。
私
は
常
日
頃
こ
れ
を
読
ん
で
、
痛
感
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
私
見
を
言
え
ば
、
学
ぶ
者
は
志
を
弁
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
の
喩
る
所
は
習
う
所
に
よ
り
、
習
う
所
は
志
す
所
に
よ
る
。
義
に
志
せ
ば
、
習
う
所
は
必
ず
義
に
あ
り
、
習
う
所
が
義
に
あ
れ
ば
、
義
に
喩
る
。
利
に
志
せ
ば
、
習
う
所
は
必
ず
利
に
あ
り
、
習
う
所
が
利
に
あ
れ
ば
、
利
に
喩
る
。
そ
れ
故
学
ぶ
者
の
志
は
、
弁
別
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。〔
此
章
以
義
利
判
君
子
小
人
、
辞
旨
暁
白
、
然
読
之
者
苟
不
切
己
観
省
、
亦
恐
未
能
有
益
也
。
某
平
日
読
此
、
不
無
所
感
。
窃
謂
学
者
於
此
、
当
弁
其
志
。
人
之
所
喩
由
其
所
習
、
所
習
由
其
所
志
。
志
乎
義
、
則
所
習
者
必
在
於
義
、
所
習
在
義
、
斯
喩
於
義
矣
。
志
乎
─（６）　　 ─
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利
、
則
所
習
者
必
在
於
利
、
所
習
在
利
、
斯
喩
於
利
矣
。
故
学
者
之
志
不
可
不
弁
也
。〕『
象
山
全
集
』
巻
二
二
、「
白
鹿
洞
書
院
論
語
講
義
」
／　
頁
２７５
こ
こ
で
は
と
も
か
く
も
志
が
義
、
利
の
い
ず
れ
に
向
か
う
か
を
弁
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
ま
た
「
義
に
志
せ
ば
、
則
ち
習
ふ
所
の
者
必
ず
義
に
在
り
、
習
ふ
所
義
に
在
れ
ば
、
斯
ち
義
に
喩
る
」
云
々
と
あ
る
よ
う
に
、
義
に
志
し
た
後
に
も
そ
れ
に
習
い
、
そ
れ
に
喩
る
と
い
う
階
梯
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
は
、
志
と
習
、
喩
の
段
階
が
「
則
」
字
や
「
斯
」
字
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
義
に
志
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
に
労
す
る
こ
と
な
く
、
自
動
的
に
義
に
習
い
、
喩
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る
と
も
理
解
で
き
よ
う
。
け
れ
ど
も
ま
た
別
の
資
料
に
拠
る
な
ら
ば
、
陸
九
淵
は
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
に
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
お
よ
そ
学
ぶ
者
は
、
差
し
当
た
っ
て
は
志
を
論
ず
る
べ
き
で
、
必
ず
し
も 
遽 
か
に
到
達
点
を
論
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
志
す
所
が
正
し
い
に
わ
か
否
か
は
、
二
人
の
人
物
が
荊
州
と
楊
州
に
お
り
、
そ
の
一
人
が
南
洋
の
象
牙
や
犀
角
に
つ
い
て
耳
に
し
て
、
そ
こ
に
行
こ
う
と
志
し
、
ま
た
一
人
が
京
華
の
美
し
い
風
俗
を
耳
に
し
て
、
そ
こ
に
行
こ
う
と
志
す
よ
う
な
も
の
。
他
日
に
旅
程
を
う
か
が
い
、
日
々
努
め
る
が
、
そ
の
向
か
う
と
こ
ろ
は
既
に
こ
の
時
か
ら
分
か
れ
て
い
る
。
到
達
点
に
つ
い
て
は
、
年
月
の
長
短
、
工
夫
の
勤
怠
や
緩
急
、
気
稟
の
厚
薄
や
昏
明
、
強
柔
や
利
鋭
の
別
が
あ
る
が
、
遽
か
に
そ
れ
を
論
ず
る
べ
き
で
は
な
い
。〔
大
抵
学
者
且
当
論
志
、
不
必
遽
論
所
到
。
所
志
之
正
不
正
、
如
二
人
居
荊
楊
、
一
人
聞
南
海
之
富
象
犀
、
其
志
欲
往
、
一
人
聞
京
華
之
美
風
教
、
其
志
欲
往
、
則
他
日
之
問
途
啓
行
、
窮
日
之
力
者
、
所
郷
已
分
于
此
時
矣
。
若
其
所
到
、
則
歳
月
有
久
近
、
工
力
有
勤
怠
緩
急
、気
稟
有
厚
薄
昏
明
強
柔
利
鋭
之
殊
、特
未
可
遽
論
也
。〕
『
象
山
全
集
』
巻
六
、「
与
傅
聖
謨
」
／　
頁
７９
こ
こ
で
も
や
は
り
、
ま
ず
は
志
を
論
ず
る
べ
き
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
や
は
り
学
問
の
出
発
点
に
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
向
か
う
と
こ
ろ
が
誤
っ
て
い
て
は
、
当
然
目
的
地
に
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
故
差
し
当
た
っ
て
は
、
志
す
所
の
如
何
を
問
題
と
す
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
到
達
点
（
喩
る
所
）
に
至
る
ま
で
の
歳
月
の
多
少
、
工
夫
の
勤
怠
（
習
う
所
）
に
つ
い
て
は
、「
未
だ
遽
か
に
は
論
ず
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
遽
か
に
論
じ
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
そ
れ
を
論
じ
る
こ
と
自
体
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
志
が
定
ま
っ
た
後
に
は
、
例
え
ば
師
友
と
の
親
交
を
も
っ
て
、
自
ら
の
不
善
を
改
善
し
て
い
く
と
い
う
段
階
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
年
月
の
多
少
や
工
夫
の
勤
怠
で
あ
ろ
う
。
弁
志
は
学
問
の
必
要
条
件
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
の
み
で
十
分
で
あ
る
と
は
到
底
言
え
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
陸
九
淵
が
直
接
傅
夢
泉
に
宛
て
た
次
の
書
簡
に
お
い
て
、
さ
ら
に
明
確
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
（
貴
君
の
）
三
通
の
返
書
は
、
義
利
の
弁
に
つ
い
て
、
明
ら
か
で
あ
る
と
言
え
る
。
孔
夫
子
は
「
君
子
は
義
に
喩
り
、
小
人
は
利
に
喩
る
」
と
言
い
、
孟
子
は
「
舜
と
跖
と
の
分
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
他
無
し
、
利
と
義
と
の
間
な
り
」
と
言
う
。
こ
れ
を
読
む
者
の
多
く
は
い
い
加
減
に
、
分
か
り
易
い
た
め
に
一
足
飛
び
に
、
益
々
高
遠
に
談
じ
、
実
行
が
伴
っ
て
い
な
い
。
い
ま 
子 
淵 
は
、
こ
の
義
利
の
弁
を
理
解
し
、
き 
み
し
か
も
そ
こ
に
は
順
序
が
備
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
端
緒
が
既
に
明
ら
か
で
、
方
向
も
既
に
定
ま
っ
て
い
れ
ば
、
善
は
明
ら
か
に
義
に
喩
り
、
日
々
進
歩
し
て
、
徳
は
明
ら
か
に
、
業
は
豊
か
に
な
る
は
ず
だ
。
…
…
（
貴
君
の
）
書
簡
の
末
尾
に
、「
善
な
れ
ば
速
や
か
に
遷
り
、
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過
ち
な
れ
ば
則
ち
速
や
か
に
改
む
」
の
句
が
あ
る
。
こ
れ
は
元
よ
り
そ
の
通
り
だ
が
、
善
と
過
ち
と
は
す
ぐ
さ
ま
知
り
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

伯
玉
の
よ
う
な
賢
人
で
す
ら
、
過
ち
を
少
な
く
し
よ
う
と
し
た
が
で
き
な
か
っ
た
。
孔
夫
子
の
よ
う
な
聖
人
で
す
ら
、「
我
に
数
年
を
加
え
、
五
十
に
し
て
以
て
易
を
学
べ
ば
、
以
て
大
過
無
か
る
べ
し
」
で
あ
る
。『
論
語
』
に
孔
夫
子
が
顔
子
の
学
を
好
む
を
称
え
た
と
あ
り
、『
周
易
』
閘
辞
下
伝
に
「
其
れ
不
善
有
れ
ば
未
だ
嘗
て
知
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
之
を
知
れ
ば
未
だ
嘗
て
復
た
行
は
ず
」
と
称
え
て
い
る
。
顔
子
が
「
不
善
有
れ
ば
未
だ
嘗
て
知
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
之
を
知
れ
ば
未
だ
嘗
て
復
た
行
は
ず
」
で
あ
っ
た
の
は
、
学
を
好
ん
で
こ
そ
で
あ
る
。
い
ま
子
淵
は
「
善
に
遷
る
」「
過
ち
を
改
む
」
と
い
う
が
、
そ
こ
に
す
ぐ
さ
ま
知
り
尽
く
せ
る
と
い
う
意
図
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
そ
の
言
葉
遣
い
を
見
る
と
、
軽
は
ず
み
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
私
の
意
見
は
こ
の
よ
う
だ
が
、
子
淵
は
ど
う
思
う
か
ね
。〔
三
復
来
書
、
義
利
之
弁
、
可
謂
明
矣
。
夫
子
言
、
君
子
喩
於
義
、
小
人
喩
於
利
。
孟
子
謂
、
欲
知
舜
与
跖
之
分
、
無
他
、
利
与
義
之
間
也
。
読
書
者
多
忽
此
、
謂
為
易
暁
、
故

等
陵
節
、
所
談
益
高
、
而
無
補
于
実
行
。
今
子
淵
知
致
弁
于
此
、
可
謂
有
其
序
矣
。
大
端
既
明
、
趨
向
既
定
、
則
明
善
喩
義
、
当
使
日
進
、
徳
当
日
新
、
業
当
日
富
。
…
…
書
尾
、
善
則
速
遷
、
過
則
速
改
之
語
、
固
応
如
是
、
然
善
与
過
恐
非
一
旦
所
能
尽
知
。
賢
如

伯
玉
、
猶
欲
寡
其
過
而
未
能
。
聖
如
夫
子
、
猶
曰
、
加
我
数
年
、
五
十
以
学
易
、
可
以
無
大
過
矣
。
論
語
載
夫
子
称
顔
子
好
学
、
易
大
伝
称
其
有
不
善
未
嘗
不
知
、
知
之
未
嘗
復
行
。
顔
子
有
不
善
未
嘗
不
知
、
知
之
未
嘗
復
行
、
乃
自
其
好
学
而
能
然
。
今
子
淵
所
謂
遷
善
改
過
、
雖
無
一
旦
尽
知
之
心
、
然
観
其
辞
意
、
亦
微
傷
軽
易
矣
。
愚
見
如
此
、
子
淵
以
為
如
何
。〕
『
象
山
全
集
』
巻
六
、「
与
傅
子
淵
」
一
／　
頁
７６
こ
こ
で
は
ま
ず
『
論
語
』、『
孟
子
』
に
お
け
る
義
利
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
箇
所
が
引
か
れ
、
こ
れ
を
読
む
者
の
多
く
が
「
等
を

へ
節
を 
陵 
ぎ
、
し
の
談
ず
る
所
益
ま
す
高
く
し
て
、
実
行
を
補
ふ
無
し
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
学
ぶ
者
の
多
く
は
、
一
足
飛
び
に
義
に
喩
る
と
い
う
到
達
点
を
目
指
し
て
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
実
践
修
養
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
『
周
易
』
益
卦
・
象
伝
「
善
を
見
れ
ば
則
ち
遷
り
、
過
ち
有
れ
ば
則
ち
改
む
」
が
議
論
の
俎
上
に
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
も
と
傅
夢
泉
の
語
「
善
な
れ
ば
則
ち
速
や
か
に
遷
り
、
過
ち
な
れ
ば
則
ち
速
や
か
に
改
む
」
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
陸
九
淵
は
、
「
善
と
過
ち
と
は
恐
ら
く
は
一
旦
に
能
く
尽
く
知
る
所
に
非
ず
」
と
、
そ
の
「
速
や
か
に
」
遷
り
改
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
例
え
ば
聖
人
孔
子
で
す
ら
、
五
十
に
し
て
『
易
』
を
学
ん
で
、
よ
う
や
く
過
ち
を
無
か
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
過
ち
を
改
め
る
に
は
、
や
は
り
長
期
に
わ
た
る
学
問
修
養
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
楊
簡
は
、
以
上
で
挙
げ
た
『
周
易
』
益
卦
・
象
伝
「
善
を
見
れ
ば
則
ち
遷
り
、
過
ち
有
れ
ば
則
ち
改
む
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
善
を
見
れ
ば
す
ぐ
さ
ま
移
る
こ
と
、
風
雷
の
素
早
さ
の
如
く
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
ち
が
あ
れ
ば
改
め
る
こ
と
、
風
雷
の
素
早
さ
の
如
く
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
人
に
は
誰
一
人
と
し
て
善
を
好
む
心
の
な
い
者
は
な
い
が
、
自
ら
（
善
を
）
為
し
得
な
い
と
止
め
て
し
ま
う
も
の
は
、
往
々
に
し
て
多
い
。
人
に
は
誰
一
人
と
し
て
過
ち
を
改
め
る
心
の
な
い
者
は
な
い
が
、
自
ら
（
過
ち
を
）
改
め
難
い
と
止
め
て
し
─（８）　　 ─
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こ
ま
う
者
は
、
往
々
に
し
て
多
い
。
一
体
こ
の
二
つ
の
病
弊
は
、
い
ず
れ
も
意
か
ら
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
は
我
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。〔
見
善
即
遷
、
当
如
風
雷
之
疾
、
有
過
即
改
、
当
如
風
雷
之
疾
、
如
此
則
獲
益
。
人
誰
無
好
善
之
心
、
往
往
多
自
謂
己
不
能
為
而
止
。
人
誰
無
改
過
之
心
、
往
往
多
自
以
難
改
而
止
。
凡
此
二
患
、
皆
始
於
意
、
意
本
於
我
。〕『
慈
湖
遺
書
』
巻
七
、「
汎
論
易
」（
ま
た
『
楊
氏
易
伝
』
巻
一
四
、
益
卦
・
象
伝
）
／　
丁
表
２９
こ
こ
で
は『
周
易
』の
当
該
箇
所
が
、風
雷
の
語
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
る
。も
ち
ろ
ん
風
雷
と
は
、
益
卦
の
象
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
語
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
を
疾
速
の
象
徴
と
し
て
、
善
に
遷
る
こ
と
、
過
ち
を
改
め
る
こ
と
の
疾
（
素
早
さ
）
に
擬
え
る
と
こ
ろ
に
楊
簡
の
解
釈
の
特
色
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
「
善
な
れ
ば
則
ち
速
や
か
に
遷
り
」
云
々
と
述
べ
た
傅
夢
泉
と
立
場
を
同
じ
く
す
る
と
も
言
え
よ
う
。
前
節
で
述
べ
た
通
り
、
陸
九
淵
は
「
是
な
る
者
は
其
の
是
為
る
を
知
り
、
非
な
る
者
は
其
の
非
為
る
を
知
る
、
此
れ
即
ち
敬
仲
の
本
心
な
り
」
の
一
句
を
も
っ
て
楊
簡
を
啓
発
し
た
。
人
は
誰
し
も
是
な
る
こ
と
は
是
で
あ
る
と
判
断
し
う
る
本
心
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
楊
簡
が
「
人
誰
か
善
を
好
む
の
心
無
か
ら
ん
」
と
言
う
の
も
尤
も
な
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
陸
九
淵
に
言
わ
せ
れ
ば
、
事
態
は
か
く
の
如
く
単
純
で
は
な
い
。「
善
と
過
ち
と
は
恐
ら
く
は
一
旦
に
能
く
尽
く
知
る
所
に
非
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
本
心
の
働
き
に
よ
り
善
の
善
た
る
こ
と
を
知
っ
た
と
こ
ろ
で
、
速
や
か
に
そ
れ
に
遷
る
こ
と
な
ど
、
そ
う
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
陸
九
淵
は
出
発
点
と
し
て
の
弁
志
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
後
の
地
道
な
実
践
修
養
を
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
け
れ
ど
も
傅
夢
泉
に
し
ろ
楊
簡
に
し
ろ
、
そ
の
段
階
を
蔑
ろ
に
し
て
速
習
を
求
め
る
傾
向
が
窺
え
た
。
た
だ
傅
夢
泉
に
限
っ
て
言
え
ば
、「
今
子
淵
の
所
謂
る
善
に
遷
り
過
ち
を
改
む
は
、
一
旦
に
尽
く
知
る
の
心
無
し
」
と
、
以
上
の
よ
う
な
意
向
を
、
必
ず
し
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
こ
れ
が
傅
夢
泉
と
楊
簡
と
の
思
想
的
差
異
で
あ
り
、
ま
た
陸
九
淵
が
傅
夢
泉
を
嘱
望
し
た
所
以
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
そ
の
直
後
に
は
、「
其
の
辞
意
を
観
る
に
、
亦
た
微
傷
軽
易
あ
り
」
云
々
と
あ
り
、
辞
意
（
言
葉
遣
い
）
に
お
け
る
軽
率
さ
が
あ
っ
た
と
は
見
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
附
）
陳
傅
良
と
の
交
流
ま
た
傅
夢
泉
に
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
と
し
て
、
永
嘉
の
陳
傅
良
（
君
挙
、
一
一
三
七
〜
一
二
〇
三
）
と
の
交
流
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
つ
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。
傅
夢
泉
（
子
淵
）
は
衡
陽
に
鞣
り
着
い
た
。
そ
の
書
簡
を
見
る
と
、
 
君 
挙 
と
知
り
合
っ
た
と
い
う
。
傅
夢
泉
の
人
品
は
と
て
も
優
れ
て
お
き 
み
り
、
諸
氏
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。〔
傅
子
淵
已
至
衡
陽
、
得
其
書
、
謂
亦
已
相
聞
矣
。
子
淵
人
品
甚
闍
、
非
余
子
比
也
。〕『
象
山
全
集
』
巻
九
、「
与
陳
君
挙
」
／　
頁
１２８
（
陸
九
淵
）
先
生
が
聞
い
た
所
に
拠
る
と
、
傅
夢
泉
（
子
淵
）
と
陳
傅
良
（
君
挙
）
が
切
磋
す
る
う
ち
に
、
陳
傅
良
に
疑
い
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
黄
日
新
（
元
吉
）
に
よ
り
、
陳
傅
良
は
始
め
て
傅
夢
泉
の
学
を
信
じ
る
に
至
っ
た
と
い
う
。〔
先
生
切
聞
子
淵
与
君
挙
切
磋
、
又
起
君
挙
之
疑
。
得
黄
元
吉
、
君
挙
方
信
子
淵
之
学
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
四
、「
語
録
」
上
・　
条
、
厳
松
録
／　
頁
１８２
４２３
─（９）　　 ─
中　嶋　　　諒
　　１２０
た
だ
こ
れ
に
関
す
る
陳
傅
良
の
側
の
資
料
は
な
く
、
陳
傅
良
が
傅
夢
泉
の
学
を
信
じ
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
も
、
事
実
か
否
か
は
疑
わ
し
い
。
け
れ
ど
も
傅
夢
泉
と
陳
傅
良
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
事
実
の
よ
う
で
あ
り
、
例
え
ば
傅
夢
泉
が
陳
傅
良
に
宛
て
た
書
簡
の
断
片
は
、
陸
九
淵
の
語
録
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
日
（
傅
夢
泉
が
）
陳
傅
良
（
君
挙
）
に
宛
て
た
書
簡
を
見
る
と
、
「
是
な
れ
ば
則
ち
全
く
其
の
非
を 
掩 
ひ
、
非
な
れ
ば
則
ち
全
く
其
の
お
ほ
是
を
掩
ふ
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
ま
た
「
節
を
 
闊 
く
し
て
目
を 
疏 
く
し
、
旨
高
く
し
て
趣
深
し
」
と
も
あ
っ
た
。「
旨
ひ
ろ 
あ
ら
高
く
し
て
趣
深
し
」
は
素
晴
ら
し
い
が
、「
節
を
闊
く
し
て
目
を
疏
く
す
」
は
、
傅
夢
泉
の
美
点
で
も
あ
り
、
欠
点
で
も
あ
る
。〔
後
見
其
与
陳
君
挙
書
中
云
、
是
則
全
掩
其
非
、
非
則
全
掩
其
是
。
此
是
語
病
。
中
又
云
、
闊
節
而
疏
目
、
旨
高
而
趣
深
。
旨
高
而
趣
深
、
甚
佳
。
闊
節
而
疏
目
、
子
淵
好
処
在
此
、
病
亦
在
此
。〕『
象
山
全
集
』
巻
三
四
、
「
語
録
」
上
・　
条
、
傅
子
雲
録
／　
頁
８６
４０６
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
傅
夢
泉
が
陳
傅
良
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、「
是
な
れ
ば
則
ち
全
く
其
の
非
を
掩
ひ
、
非
な
れ
ば
則
ち
全
く
其
の
是
を
掩
ふ
」、
及
び
「
節
を
闊
く
し
て
目
を
疏
く
し
、
旨
高
く
し
て
趣
深
し
」
の
二
句
が
見
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
前
者
は
、
あ
る
一
つ
の
是
や
非
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
体
を
論
じ
て
い
る
か
の
如
き
様
子
が
窺
え
、
善
と
過
ち
と
を
一
旦
に
知
り
尽
く
そ
う
と
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
も
言
え
な
く
は
な
い
。
前
述
の
通
り
、
傅
夢
泉
は
そ
の
辞
意
（
言
葉
遣
い
）
に
不
注
意
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
「
節
を
闊
く
し
て
目
を
疏
く
す
」
（
細
目
を 
闊 
げ 
疏 
く
す
）
る
こ
と
が
、
そ
の
短
所
で
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
ひ
ろ 
あ
ら
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
４.
む
す
び
さ
て
以
上
、
極
め
て
断
片
的
な
資
料
に
頼
り
つ
つ
、
傅
夢
泉
と
楊
簡
と
い
う
性
格
の
異
な
る
二
人
の
人
物
を
手
掛
り
に
、
陸
九
淵
初
伝
の
門
弟
達
の
思
想
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
も
そ
も
陸
九
淵
は
、
た
し
か
に
自
ら
の
心
に
信
頼
を
寄
せ
る
思
想
家
で
あ
っ
た
。
自
己
の
心
に
信
頼
を
寄
せ
つ
つ
も
、
そ
の
一
方
で
自
ら
へ
の
執
着
を
戒
め
る
と
い
う
発
想
は
、
陸
九
淵
や
そ
の
門
弟
達
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
つ
が
故
に
、
陸
九
淵
は
ま
ず
は
志
が
私
利
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
公
義
に
向
か
う
よ
う
求
め
る
わ
け
で
あ
る
。
と
は
い
え
陸
九
淵
は
、
こ
の
志
の
み
を
問
題
と
す
る
わ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
実
践
修
養
の
段
階
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
出
発
点
と
し
て
、
志
す
所
を
重
視
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
以
後
習
い
、
喩
る
所
が
あ
っ
て
、
始
め
て
学
問
は
完
成
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
傅
夢
泉
に
し
ろ
楊
簡
に
し
ろ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
実
践
修
養
の
段
階
を
蔑
ろ
に
し
て
、
速
習
を
求
め
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
陸
九
淵
そ
の
人
の
思
想
か
ら
は
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
に
陸
九
淵
は
傅
夢
泉
に
対
し
て
苦
言
を
呈
し
て
い
た
。
な
お
陸
九
淵
の
兄
九
齢
も
ま
た
、
学
ぶ
者
達
が
速
習
に
流
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
陸
九
齢
の
著
述
は
、
現
在
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
宋
末
元
初
の
黄
震
『
黄
氏
日
抄
』
に
、
奇
し
く
も
傅
夢
泉
そ
の
人
に
宛
て
た
書
簡
の
断
片
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
傅
夢
泉
に
答
え
た
書
簡
「
近
頃
の
学
ぶ
者
の
多
く
は
、
自
ら
速
き
を
欲
す
る
病
が
あ
り
、
ま
た
仏
者
の
一
足
飛
び
に
悟
入
す
る
談
に
惑
わ
さ
れ
、
往
々
に
し
て
日
用
を
捨
て
て
心
を
論
じ
、
倫
理
を
捨
て
て
道
─（１０）　　 ─
陸九淵とその初伝の門弟　――傅夢泉と楊簡を中心に――
　　１１９
を
語
っ
て
い
る
。」〔
答
傅
夢
泉
。
近
来
学
者
、
多
自
私
欲
速
之
病
、
又
惑
於
釈
氏
一
超
直
入
之
談
、
徃
徃
棄
日
用
而
論
心
、
遺
倫
理
而
語
道
。〕『
黄
氏
日
抄
』
巻
四
二
、「
陸
復
斎
文
集
」
／
五
・　
頁
１４９７
と
も
す
れ
ば
陸
九
淵
は
、
ひ
た
す
ら
に
自
ら
の
心
に
信
頼
を
寄
せ
る
思
想
家
と
見
な
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
心
を
重
視
す
る
あ
ま
り
に
、
実
践
修
養
を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
な
ど
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
陸
九
淵
の
門
弟
達
に
対
す
る
視
線
の
中
に
も
、
右
で
陸
九
齢
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
「
速
き
を
欲
す
」
る
こ
と
や
、「
日
用
を
棄
て
て
心
を
論
じ
」
る
こ
と
へ
の
危
惧
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
７
。
注１　　
「
楊
敬
仲
不
可
説
他
有
禅
、
只
是
尚
有
気
習
未
尽
」（『
象
山
全
集
』
巻
三
五
「
語
録
」
下
・　
条
、
包
揚
録
／　
頁
）、「
我
不
説
一
、
楊
敬
仲
９１
４４７
説
一
、
嘗
与
敬
仲
説
箴
他
」（
同
巻
三
五
「
語
録
」
下
・　
条
、
包
揚
録
２２２
／　
頁
）。
４５９
２　
傅
夢
泉
に
つ
い
て
は
、『
宋
元
学
案
』
巻
七
七
・
槐
堂
諸
儒
学
案
、
楠
本
氏
﹇
一
九
六
二
﹈（　
頁
）、
徐
紀
芳
氏
﹇
一
九
九
〇
﹈（　
頁
）、
趙
３６７
３４
偉
氏
﹇
二
〇
〇
九
﹈（　
頁
）
等
に
、
僅
か
な
が
ら
言
及
が
あ
る
。
２１２
３　
筆
者
の
陸
九
淵
理
解
に
つ
い
て
は
、
拙
著
﹇
二
〇
一
四
﹈
を
参
照
。
本
稿
は
、
陸
九
淵
の
門
弟
評
価
を
手
掛
り
に
、
陸
九
淵
自
身
の
思
想
を
再
確
認
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
４　
陸
九
淵
の
艮
卦
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
楠
本
氏
前
掲
書
（　
〜
３４３
　
頁
）、
土
田
氏
﹇
二
〇
〇
四
﹈
等
も
参
照
さ
れ
た
い
。
３４４
５　
牛
尾
氏
﹇
一
九
七
五
﹈、
ま
た
﹇
一
九
八
〇
﹈
等
参
照
。
６　
「
又
曰
公
私
、
其
実
即
義
利
也
」（『
象
山
全
集
』
巻
二
、「
与
王
順
伯
」）、
「
凡
欲
為
学
、
当
先
識
義
利
公
私
之
弁
」（
同
巻
三
五
「
語
録
」
下
・　
３３３
条
、

阜
民
録
／　
頁
）
な
ど
。
４７０
７　
本
稿
で
は
、
陸
九
淵
の
門
弟
と
し
て
傅
夢
泉
と
楊
簡
を
取
り
上
げ
る
に
止
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
他
、
比
較
的
資
料
が
現
存
し
て
い
る
門
弟
に
袁
燮
、
沈

、
舒

ら
が
い
る
。
楠
本
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
、
傅
夢
泉
は
「
斬
釘
・
截
鉄
の
趣
が
あ
る
」、
楊
簡
は
「
澄
明
な
境
地
を
望
ん
で
い
た
」、
袁
燮
ら
は
「
一
層
着
実
な
功
夫
を
求
め
」
て
い
た
と
、
陸
九
淵
初
伝
の
門
弟
達
の
思
想
傾
向
を
三
分
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（　
頁
）。
こ
れ
に
拠
る
な
ら
ば
、あ
る
い
は
袁
燮
ら
に
は
実
践
修
養
を
３６７
必
ず
し
も
蔑
ろ
に
し
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
袁
燮
に
つ
い
て
は
、
市
来
氏
﹇
一
九
九
三
、
の
ち
二
〇
〇
二
﹈
や
、
陳
莉
萍
・
陳
小
亮
氏
﹇
二
〇
一
二
﹈
な
ど
の
専
著
専
論
も
あ
る
。
彼
ら
の
思
想
を
分
析
し
た
上
で
、
そ
れ
を
陸
門
の
中
で
如
何
に
位
置
付
け
る
か
は
、
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
参
考
文
献
【
一
次
資
料
】
『
象
山
全
集
』 
（
鍾
哲
点
校
『
陸
九
淵
集
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
一
月
）
『
慈
湖
遺
書
』 
（『
四
明
叢
書
』
所
収
）
『
朱
子
語
類
』 
（
王
星
賢
点
校
、
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
三
月
）
『
黄
氏
日
抄
』 
（『
黄
震
全
集
』、
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
九
月
、
所
収
）
─（１１）　　 ─
中　嶋　　　諒
　　１１８
【
研
究
書
・
研
究
論
文
】（
敬
称
略
）
市
来
津
由
彦
﹇
一
九
九
三
﹈ 「
南
宋
朱
陸
論
再
考　
浙
東
陸
門
袁
燮
を
中
心
と
し
て
」（『
宋
代
の
知
識
人　
思
想
・
制
度
・
地
域
社
会
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
一
月
）
―
―
―
―
―
―
﹇
二
〇
〇
二
﹈ 『
朱
熹
門
人
集
団
形
成
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
牛
尾
弘
孝
﹇
一
九
七
五
﹈ 「
楊
慈
湖
の
思
想　
そ
の
心
学
の
性
格
に
つ
い
て
」（『
中
国
哲
学
論
集
』
１
、
所
収
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
）
―
―
―
―
―
―
﹇
一
九
八
〇
﹈ 「「
絶
四
記
」
訳
注
」（『
国
語
の
研
究
』　
、
１１
所
収
、
一
九
八
〇
年
五
月
）
楠
本
正
継
﹇
一
九
六
二
﹈ 『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』（
広
池
学
園
出
版
社
、
一
九
六
二
年
一
一
月
）
徐　
紀　
芳
﹇
一
九
九
〇
﹈ 『
陸
象
山
弟
子
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
四
月
）
趙　
　
　
　
偉
﹇
二
〇
〇
九
﹈ 『
陸
九
淵
門
人
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
八
月
）
陳
莉
萍
・
陳
小
亮
﹇
二
〇
一
二
﹈ 
『
宋
元
時
期
四
明
袁
氏
宗
族
研
究
』
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
七
月
）
土
田
健
次
郎
﹇
二
〇
〇
四
﹈ 「「
万
物
一
体
の
仁
」
再
考
」（『
宮
沢
正
順
博
士
古
稀
記
念　
東
洋　
比
較
文
化
論
集
』、
青
史
出
版
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）
拙　
　
　
　
著
﹇
二
〇
一
四
﹈ 『
陸
九
淵
と
陳
亮　
朱
熹
論
敵
の
思
想
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）
─（１２）　　 ─
陸九淵とその初伝の門弟　――傅夢泉と楊簡を中心に――
　　１１７
─（１３）　　 ─
中　嶋　　　諒
Abstract
This paper focuses on the philosophies of Fu Mengquan and Yang Jian, who were Lu 
Jiuyuan’s immediate pupils and had the different character. Fu was most expected by Lu, 
but his name was not known in history. Yang was not praised by Lu, nevertheless his 
influence to coming age was huge. This paper mentions their relationship with Lu, 
understands the state of Lu school from various angles. Incidentally, Fu’s complete works 
are not extant, there is only the fragmentary text. This paper examines Fu’s fragmentary 
text, then compares this with Lu and Yang’s writings. Consequently, this paper reveals 
that Lu and his pupils had the common ideas, which trust own mind and resist self-interest. 
On the other hand, Fu and Yang frequently neglected to make steady progress, such an 
attitude was a departure from Lu’s philosophy. Lu’s pupils actually were criticized for 
making rapid progress.
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